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Dr. David Stokesはイオンポンプとイオンチャネルのハイブリットとも言うべきバクテリアのK+輸送体 KdpFABC
complexの構造を世界で初めて明らかにした著名な構造生物学者です。NYUのCryoEMファシリティーの
マネージャーでもあり、今回はX線結晶学の他にCryoEMの構造解析の結果も含めてご紹介頂けると思います。
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